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束
の
間
の
幻
影

―
舒
元
輿
の
文
学
―

高 

橋　

文 

治

キ
ー
ワ
ー
ド
：
遊
仙
／
桃
源
郷
／
仙
都
／
山
水
楼
閣
図

〈
甘
露
の
変
〉
の
首
謀
者
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
中
唐
の
政
治
家
・
舒
元
輿
は
優
れ
た
散
文
家
で
も
あ
っ
た
。
彼
が
残
し
た
最
良
の
散
文

は
、
様
式
と
内
容
の
両
面
に
お
い
て
〈
未
完
結
〉
を
仕
組
み
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
〈
自
己
完
結
〉
を
企
図
し
た
、
奇
妙
に
逆
説
的
な
文

学
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
彼
の
絶
唱
と
も
い
え
る
「
序
白
」
を
「
録
桃
源
画
記
」
と
と
も
に
紹
介
し
、
彼
が
何
を
志
向
し

何
を
創
出
し
た
か
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
序
白
」（『
唐
文
粋
』
巻
九
十
七
所
収
）
の
原
文
を
、
ま
ず
以
下
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。
原
文
は
美
文
体
で
記
述
さ
れ
、〈
訓
読
〉
は
煩

瑣
と
な
る
た
め
、
参
考
に
〈
翻
訳
〉
を
付
す
。

今
年
子
月
月
望
、
長
安
重
雪
終
日
。
玉
花
攪
空
、
舞
下
散
地
。
予
与
友
生
喜
之
。
因
自
所
居
南
行
百
許
步
、
登
崇
岡
、
上
青
龍
寺

門
。
門
高
出
絶
寰
埃
、
宜
寫
目
放
抱
。
今
之
日
、
尽
得
雪
境
、
惟
長
安
多
高
、
我
不
与
並
。
日
既
夕
、
為
寺
僧
道
深
所
留
、
遂
引
入
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堂
中
。

初
夜
、
有
皓
影
入
室
。
室
中
人
咸
謂
雪
光
射
来
。
復
開
門
偶
立
、
見
沍
雲
駮
尽
、
太
虚
真
気
、
如
帳
碧
玉
。
有
月
一
輪
、
其
大
如

盤
、
色
如
銀
、
凝
照
東
方
、
輾
碧
玉
上
征
、
不
見
轍
迹
。

至
乙
夜
、
帖
懸
天
心
。
予
喜
方
雪
而
望
舒
復
至
。
乃
与
友
生
出
大
門
恣
視
。
直
前
終
南
、
開
千
畳
屛
風
、
張
其
一
方
。
東
原
接

去
、
与
藍
巖
驪
巒
、
羣
瓊
含
光
。
北
朝
天
宮
、
宮
中
有
崇
闕
洪
觀
、
如
甃
珪
畳
璐
、
出
空
横
虚
。

此
時
、
定
身
周
目
、
謂
六
合
八
極
、
作
我
虚
室
。
峩
峩
帝
城
、
白
玉
之
京
、
覚
我
五
蔵
出
濯
清
光
中
、
俗
埃
落
地
、
塗
然
寒
膠
、

瑩
然
鮮
著
、
徹
入
骨
肉
。
衆
骸
擢
挙
、
若
生
羽
翎
、
与
神
仙
人
遊
雲
天
汗
漫
之
上
、
沖
然
而
不
知
其
足
猶
蹋
寺
地
、
身
由
求
世
名
。

二
三
子
相
視
、
亦
不
知
向
之
従
何
而
来
、
今
之
従
何
而
遁
、
不
諱
言
、
不
譆
声
、
復
根
還
始
、
認
得
真
性
。
非
天
借
静
象
、
安
能
輔

吾
浩
然
之
気
若
是
耶
。

且
冬
之
時
、
凝
沍
有
之
矣
、
若
求
其
上
月
・
下
雪
・
中
零
清
霜
、
如
今
夕
、
或
寡
。
某
以
其
寡
不
易
会
而
三
者
俱
白
故
、
序
之

耳
。

〔
訳
〕

今
年
の
子
月
月
望
（
十
一
月
十
五
日
）、
長
安
は
終
日
、
重
い
雪
に
お
お
わ
れ
た
。
玉
花
は
空
に
み
だ
れ
、
舞
い
下
り
て
地
上
に

降
り
そ
そ
ぐ
。
私
は
友
人
た
ち
と
こ
れ
を
喜
び
、
住
ま
い
よ
り
南
行
し
て
楽
遊
原
の
岡
に
登
り
、
青
龍
寺
の
門
前
に
至
っ
た
。
門
は

高
く
俗
塵
を
離
れ
、
目
を
注
ぎ
、
胸
懐
を
解
き
放
つ
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。
今
こ
の
日
、
長
安
に
高
い
場
所
は
多
い
が
、
わ
れ
わ
れ
の

目
の
高
さ
と
並
ぶ
も
の
の
な
い
、
そ
う
い
う
視
野
と
雪
境
を
手
に
入
れ
た
の
だ
。
日
は
す
で
に
暮
れ
、
寺
僧
の
道
深
に
引
き
留
め
ら

れ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
堂
中
に
入
っ
た
。

初
夜
（
初
更
）
の
こ
ろ
、
真
白
な
光
が
部
屋
の
中
に
入
っ
て
き
た
。
室
中
の
ひ
と
び
と
は
、
み
な
、
雪
が
光
と
な
っ
て
射
し
込
ん
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で
き
た
の
だ
と
思
っ
た
。
門
を
開
き
、
そ
の
光
に
向
き
合
っ
て
み
れ
ば
、
凍
っ
た
雲
が
細
か
く
入
り
交
じ
り
、
太
虚
の
真
気
が
碧
玉

の
カ
ー
テ
ン
と
な
っ
て
あ
た
り
を
覆
う
な
か
、
銀
の
皿
の
よ
う
な
大
輪
の
月
が
東
方
に
輝
き
、
碧
玉
を
粉
々
に
砕
き
な
が
ら
、
音
も

な
く
静
か
に
昇
っ
て
い
く
の
だ
っ
た
。

乙
夜
（
二
更
）
に
至
り
、
月
は
天
の
中
心
に
懸
か
っ
た
。

わ
た
し
は
、
雪
が
去
っ
た
直
後
に
望
舒
（
月
神
）
が
訪
れ
た
の
を
喜
び
、
友
人
た
ち
と
と
も
に
寺
の
大
門
を
出
て
、
心
ゆ
く
ま
で

風
景
を
楽
し
ん
だ
。
眼
前
に
は
終
南
山
が
あ
り
、
千
畳
の
屛
風
を
開
い
た
か
の
よ
う
に
画
面
の
半
分
を
占
め
、
楽
遊
原
が
そ
れ
に
連

接
し
て
、
藍
田
の
岩
山
や
驪
山
の
峰
々
と
と
も
に
、
宝
石
を
散
り
ば
め
た
よ
う
に
光
り
輝
い
て
い
る
。
北
の
天
宮
（
皇
居
）
に
む
か

え
ば
、
宮
中
の
高
く
壮
大
な
楼
閣
は
、
美
玉
を
屋
根
に
葺
き
敷
き
な
ら
べ
た
か
の
よ
う
に
、
太
虚
に
聳
え
、
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
時
、
わ
た
し
は
じ
っ
と
身
を
硬
く
し
て
、
あ
た
り
を
見
渡
し
た
。
天
地
宇
宙
は
わ
た
し
の
〈
真
実
の
部
屋
〉
と
化
し
、
峩
峩

た
る
宮
城
は
白
玉
の
帝
都
へ
と
姿
を
変
え
て
、
わ
た
し
の
五
蔵
六
腑
を
清
ら
か
な
光
の
中
に
さ
ら
し
、
俗
塵
を
落
と
し
て
、
洗
い
浄

め
る
。
ひ
や
や
か
な
感
覚
が
身
を
つ
つ
む
な
か
、
鮮
烈
な
冷
気
が
輝
き
な
が
ら
我
が
体
内
に
浸
み
込
ん
で
く
る
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
の

肉
体
は
、
選
ば
れ
た
か
の
よ
う
に
取
り
出
さ
れ
、
羽
翼
を
生
じ
、
神
仙
界
の
人
々
と
と
も
に
遙
か
雲
天
を
寂
寞
と
し
て
飛
翔
す
る
。

こ
の
足
は
な
お
寺
の
敷
地
内
に
あ
り
、
こ
の
身
は
な
お
世
俗
の
功
名
に
穢
れ
て
い
る
と
い
う
の
に
。

若
輩
の
も
の
た
ち
も
み
な
我
を
忘
れ
、
自
分
た
ち
が
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
知
ら
ぬ
様
で
あ
る
。

誰
も
物
言
わ
ず
、
声
も
上
げ
な
い
。
根
源
的
な
何
か
に
回
帰
し
、
本
質
的
な
何
か
を
発
見
し
た
の
だ
。
天
が
静
謐
を
造
形
し
て
借
し

あ
た
え
な
け
れ
ば
、
誰
が
一
体
こ
の
浩
然
の
気
象
を
感
得
し
得
よ
う
。

冬
の
冷
気
が
霧
氷
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
は
時
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
今
宵
は
、
天
に
は
満
月
が
懸
か
り
、
地
に
は
雪
、
中

間
の
大
気
中
に
は
零
清
の
霜
が
あ
っ
て
、
そ
の
三
者
は
、
し
か
も
、
み
な
白
く
輝
い
て
い
る
。
得
が
た
い
光
景
を
眼
前
に
し
て
、
白
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に
序
し
た
の
で
あ
る
。

一　

山
水
と
楼
閣

中
国
で
は
古
来
、
江
湖
や
山
野
に
隠
れ
た
世
捨
て
人
が
不
老
長
生
を
達
成
し
、
羽
化
登
仙
し
て
仙
人
に
な
る
、
と
い
う
通
念
が
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
、〈
四
皓
〉
と
呼
ば
れ
る
四
人
の
長
老
は
漢
の
劉
邦
を
嫌
っ
て
山
中
に
隠
れ
、
後
に
〈
商
山
四
皓
廟
〉
に
祀
ら
れ
る
神
格

と
な
っ
た
し
、
ま
た
、〈
漁
樵
〉
と
い
う
言
葉
も
あ
っ
て
、
江
湖
や
山
林
に
分
け
入
っ
て
生
業
を
立
て
る
も
の
が
時
に
神
仙
の
代
名
詞
と

し
て
使
わ
れ
た
。
中
国
の
世
捨
て
人
は
城
市
の
喧
噪
を
嫌
っ
て
人
跡
未
踏
の
渓
谷
に
逃
げ
込
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
隠
者
た
ち
が
更
に
ス

テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し
た
超
越
者
た
ち
も
、
渓
谷
を
分
け
入
っ
た
果
て
の
果
て
、〈
人
跡
未
踏
の
大
自
然
の
中
〉
に
住
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
が

ち
だ
が
、
実
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
彼
ら
は
意
外
に
も
山
中
に
楼
閣
を
建
て
、
そ
の
中
で
荘
厳
な
宮
廷
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。〈
天
女
〉
や
〈
神
仙
た
ち
〉
は
時
に
〈
蓬
莱
宮
〉
や
〈
紫
雲
閣
〉
に
住
み
、〈
天
宮
〉
や
〈
碧
城
〉
に
住
む
。
渓
谷
を
分
け
入
っ
た

雲
峰
の
果
て
に
は
〈
人
工
の
粋
〉
と
も
い
え
る
〈
玲
瓏
の
宮
闕
〉
が
あ
っ
て
、
そ
の
高
み
に
神
仙
た
ち
の
住
み
家
は
想
定
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
蘇
軾
の
有
名
な
《
水
調
歌
頭
》
は
月
世
界
を
描
い
て
「
天
上
の
宮
闕
、
今
夕
は
是こ

れ
何い
づ
れの
年
な
ら
ん
」
と
い
い
、「
惟
だ

恐
る
ら
く
は
、
瓊
楼
・
玉
宇
の
高
き
処
は
、
寒
に
勝
え
ざ
ら
ん
」
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
〈
宮
闕
〉〈
瓊
楼
〉〈
玉
宇
〉
は
す
べ
て
、
月

世
界
に
聳
え
る
壮
麗
な
楼
閣
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
高
き
処
は
寒
に
勝
え
ざ
ら
ん
」
と
は
、
月
世
界
そ
の
も
の
が
極
寒
の
高
み
に
あ
る
こ

と
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
蘇
軾
《
水
調
歌
頭
》
は
舒
元
輿
「
序
白
」
と
、
寒
気
の
中
に
聳
え
る
〈
瓊
楼
〉〈
玉
宇
〉
を
詠
う
点
で
天
界
イ

メ
ー
ジ
を
共
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
が
、〈
高
み
に
聳
え
る
楼
閣
〉
と
い
う
こ
の
発
想
こ
そ
が
、
実
は
、
中
国
が
形
成
し
た
最
初
期
の
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仙
界
イ
メ
ー
ジ
、
な
い
し
天
界
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
漢
代
の
墳
墓
か
ら
出
土
す
る
画
像
石
に
は
し
ば
し
ば

〈
天
門
（
天
界
へ
の
入
り
口
）〉
が
描
か
れ
た
。
魏
の
曹
操
が
《
気
出
唱
》
に
お
い
て
「
上
は
天
の
門
の
玉
闕
に
至
る
」「
乃
ち
王
母
の
台

に
到
る
、
金
階
、
玉
も
て
堂
と
為
す
、
芝
草
、
殿
旁
に
生
ず
」
と
詠
じ
た
よ
う
に
、〈
天
門
〉
の
旁
ら
に
は
〈
王
母
台
〉
や
〈
金
階
〉〈
玉

堂
〉〈
殿
〉
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
全
体
が
壮
麗
な
〈
天
宮
〉
を
形
作
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、〈
高
み
に
聳
え
る
楼
閣
〉
が
明
瞭
な
神
仙
イ
メ
ー
ジ
を
と
も
な
っ
て
中
国
文
学
の
造
形
の
中
に
登
場
す
る
の
は
、
東
晋
の
孫

綽
の
「
遊
天
台
山
賦
」（『
文
選
』
巻
十
一
「
遊
覧
」
所
収
）
あ
た
り
が
最
初
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
作
品
は
「
天
台
山
に

遊
ぶ
賦
」
の
表
題
の
通
り
、
天
台
山
の
あ
ち
こ
ち
を
探
訪
し
て
そ
の
景
観
を
羅
列
す
る
〈
辞
賦
類
〉
の
典
型
で
あ
っ
た
が
、
孫
綽
は
現
実

の
天
台
山
に
登
っ
た
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
広
大
な
山
脈
を
描
い
た
絵
画
を
眼
前
に
し
て
、
そ
の
峰
々
に
分
け
入
り
、〈
山
水
〉
を
跋

渉
し
て
、
画
面
の
中
に
〈
別
天
地
〉
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
漢
代
か
ら
六
朝
期
に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
さ
れ
た
〈
羈
旅
〉〈
遊
仙
〉

〈
山
水
〉
と
い
っ
た
文
学
主
題
が
、
元
来
い
か
な
る
地
下
水
脈
で
結
び
つ
い
て
い
た
か
を
物
語
る
、
文
学
史
上
の
傑
作
と
い
っ
て
い
い
だ

ろ
う
。

孫
綽
は
「
天
台
山
に
遊
ぶ
賦
」
の
序
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

天
台
山
と
は
、
蓋
し
、
山
嶽
の
神
秀
な
る
も
の
な
り
。
海
を
渉
れ
ば
則
ち
方
丈
・
蓬
萊
あ
り
、
陸
を
登
れ
ば
則
ち
四
明
・
天
台
あ

り
。
皆
な
玄
聖
の
遊
化
す
る
所
に
し
て
、
霊
仙
の
窟
宅
す
る
所
な
り
。
夫
れ
、
其
の
峻
極
の
状
、
嘉
祥
の
美
は
、
山
海
の
瓌
富
を
窮

め
、
人
神
の
壮
麗
を
尽
す
。
…

然
れ
ば
図
像
の
興
は
、
豈
に
虛
な
ら
ん
や
。
夫か

の
世
を
遺わ
す

れ
道
に
翫あ
そ

び
、
絶
粒
茹
芝
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
能
く
軽
挙
し
て

こ
れ
に
宅
す
る
も
の
烏な

し
。
夫
の
遠
寄
冥
搜
し
、
篤
信
通
神
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
何
ぞ
肯あ
え

て
遙
想
し
て
こ
れ
を
存
せ
ん
や
。
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「
天
台
山
は
〈
方
丈
〉〈
蓬
萊
〉〈
洞
天
〉
に
匹
敵
す
る
霊
山
で
あ
り
、
山
海
の
豊
穣
と
仙
界
の
壮
麗
と
を
あ
わ
せ
も
つ
。
こ
の
よ
う
な

縹
渺
世
界
を
絵
画
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
そ
う
し
た
世
界
に
飛
び
立
っ
た
も
の
だ
け
だ
ろ
う
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、〈
賦
〉
の
中
ほ
ど
に
お
い
て
、
山
の
壮
麗
を
次
の
よ
う
に
描
く
。

陟
降
信
宿
、
迄
於
仙
都
。
双
闕
雲
竦
以
夾
路
、
瓊
臺
中
天
而
懸
居
。
朱
闕
玲
瓏
於
林
間
、
玉
堂
陰
映
于
高
隅
。
彤
雲
斐
亹
以
翼
櫺
、

曒
日
炯
晃
於
綺
疏
。

山
中
を
二
日
ほ
ど
跋
渉
す
る
と
、
仙
都
に
至
る
。
二
つ
の
門
闕
は
雲
間
に
高
く
聳
え
、
玉
の
楼
台
は
中
天
に
懸
か
る
。
朱
の
楼
閣
は

林
間
に
透
明
に
建
ち
、
玉
堂
は
高
み
に
見
え
隠
れ
す
る
。
連
な
る
扉
に
は
紅
の
雲
が
か
ら
み
あ
い
、
綺
羅
を
施
し
た
窓
に
は
白
日
が

輝
く
。

こ
こ
に
描
写
さ
れ
る
〈
玲
瓏
の
楼
閣
〉
が
絵
画
中
の

〈
実
景
〉
な
の
か
（
つ
ま
り
、
絵
画
中
に
楼
閣
が
実
際
に

描
き
込
ま
れ
て
い
た
の
か
）、
そ
れ
と
も
、
画
面
に
描
か

れ
る
〈
奇
岩
〉〈
奇
木
〉
の
比
喩
表
現
な
の
か
、
そ
れ
は

よ
く
解
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
孫
綽
が
基
づ
い
た
〈
図
像
〉

そ
れ
自
体
が
〈
実
在
〉
な
の
か
〈
仮
想
〉
な
の
か
、
そ
れ

さ
え
も
判
然
と
は
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
こ

図 1　明・佚名「水閣会棋図」（故宮博物
院蔵）部分。山の中腹の雲間に壮麗な楼
閣が描かれる。画面の右側、谷あいを松
林に沿って登っていくと、そこにも大き
な松と湧き上がる雲がある。その山陰に
更なる楼閣が隠れている趣向であろう。
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に
、
高
く
聳
え
る
〈
双
闕
〉〈
瓊
台
〉〈
朱
闕
〉〈
玉
堂
〉〈
翼
櫺
〉〈
綺
疏
〉
が
描
か
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
〈
仙
都
〉
の
視
覚
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
画
中
の
〈
山
水
〉
を
跋
渉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
孫
綽
が
追
い
求
め
た
〈
真
実
の
世

界
〉
は
、
壮
大
な
伽
藍
と
と
も
に
、
霊
山
の
高
み
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二　

壁
中
の
武
陵
源

舒
元
輿
「
序
白
」
を
論
じ
る
前
に
、
も
う
一
つ
寄
り
道
を
し
て
み
よ
う
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
同
じ
く
舒
元
輿
が
書
い
た
「
録
桃
源
画

記
」（『
唐
文
粋
』
巻
七
十
七
所
収
）
と
い
う
文
章
で
あ
る
。

四
明
山
の
道
士
・
葉
沈
、
囊
よ
り
古
画
を
出
だ
す
。
画
に
桃
源
図
有
り
、
図
上
に
谿
有
り
。
谿
名
は
武
陵
之
源
。
仙
記
を
按
ず
れ

ば
、
霊
洞
を
分
か
ち
し
三
十
六
の
一
支
な
り
。

其
の
水
は
趣は
や

く
流
れ
て
、
勢
は
江
河
と
同
じ
き
な
り
。
深
く
し
て
淥み
ど
りな
る
と
、
浅
く
し
て
白
き
と
有
り
。
白
き
は
石
に
激あ
た

り
、
淥
み
ど
り

な
る
は
鏡
を
落
と
す
。
溪
の
南
北
に
山
あ
り
、
山
は
屏
形
の
如
く
、
接
連
し
て
去
る
。
峯
は
豎た
か

く
し
て
険
な
ら
ず
、
翠
は
穠こ

く
し
て

浮あ
さ

か
ら
ず
。
其
の
夾
岸
に
樹
木
あ
り
、
千
万
本
、
列
立
し
て
揖ゆ
う

す
る
が
如
し
。
丹
色
は
鮮
や
か
に
し
て
霞
あ
さ
や
けの

如
く
、
擢
挙
し
て
動
か

ん
と
欲
し
、
燦か
が

や
く
こ
と
舒え

顔が
お

の
若
し
。
山
は
水
底
に
鋪な
ら

び
、
草
は
茵し
と
ね毯
を
散
ず
。
鸞
あ
り
、
其
の
衿え
り

を
青
く
し
、
鶴
あ
り
、
其
の

頂
を
丹あ
か

く
す
。
雞
あ
り
、
其
の
羽
を
玉
と
し
、
狗
あ
り
、
其
の
毛
を
金
と
す
。
傞
傞
亭
亭
と
し
て
、
閑の
ど

か
に
立
つ
者
、
十
に
八
九
あ

り
。岸

よ
り
北
す
れ
ば
、
曲
深
の
嵓
門
有
り
。
細
く
室
宇
を
露あ
ら

わ
し
、
霞
檻
（
あ
か
い
欄
干
）
は
繚つ

転づ

き
、
雲
磴
（
雲
な
す
階
段
）
は
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五
色
に
し
て
、
雪
氷
の
肌
顔
（
美
女
た
ち
）
は
身
に
衣
裳
を
服
し
、
皆
な
星
月
の
文
章
を
負
う
。
岸
よ
り
南
す
れ
ば
、
五
人
有
り
。

服
貌
は
虹
玉
を
肖か
た

ど
り
、
左
右
に
書
童
・
玉
女
の
、
角
髪
に
し
て
侍
立
す
る
も
の
十
二
あ
り
。
其
の
意
況
を
視
れ
ば
、
皆
な
逍
遥
飛

動
し
て
、
雲
十
許
片
の
、
油
焉
と
し
て
生
じ
、
忽
焉
と
し
て
往
く
が
若
し
。

其
の
坦ひ
ら
たき

処
に
壇
あ
り
、
層
級
は
玉
氷
を
沓ふ

む
。
壇
面
に
俄
か
に
燼け

竈む
り

起
ち
て
、
竈
口
に
火
を
含
む
。
上
に
雲
気
有
り
、
且
つ
五

色
を
備
う
。
中
に
溪
あ
り
、
艇
、
上
に
泛う
か

ぶ
。
一
人
、
雪
華
の
鬢
眉
、
身
に
秦
時
の
衣
服
を
著
て
、
手
に
短
枻
を
鼓
し
、
意
状
は
深

遠
た
り
。

合ふ

し
て
こ
れ
を
視
れ
ば
、
大
略
、
山
勢
は
高
く
、
水
容
は
深
し
。
人
貌
は
魁
奇
に
し
て
、
鶴
情
は
閑
暇
。
煙
嵐
・
草
木
は
香
気
を

帶
び
る
が
如
く
、
熟
得
詳
翫
す
れ
ば
、
自
ず
と
骨
は
清
玉
を
戞ひ
び

か
し
む
る
を
覚
え
、
身
は
鏡
中
に
入
る
が
如
し
。
人
寰
間
に
在
る
に

似
ず
、
眇
然
と
し
て
高
謝
の
志
の
中
よ
り
来
た
る
有
り
。

坐
す
る
こ
と
少し
ば
し選

、
道
士
、
画
を
巻ま

き
て
こ
れ
を
蔵
せ
ば
、
身
形
は
塵
土
の
中
に
却
落
す
る
が
若
し
。
向さ
き

に
張ひ
ら

き
し
所
の
壁
上
を

視
れ
ば
、
又
た
、
頑
石
の
化
出
す
る
有
り
て
、
道
路
を
塞
断
す
る
か
と
疑
う
。

某
、
画
物
を
見
る
こ
と
、
甚
だ
寡す
く
なし
と
は
な
さ
ず
。
此
く
の
如
き
図
は
、
未
だ
嘗
て
到
眼
せ
ず
。
是こ
こ

に
、
工
の
精
の
是か

く
の
如
き

者
あ
る
を
知
る
な
り
。
葉
君
も
且
つ
自
か
ら
珍
重
し
て
、
路
の
請
を
得
る
無
し
。
遂
に
染
筆
し
て
、
其
の
名
數
を
錄
し
、
将
に
異
日

の
写
画
の
謬あ
や
また
ざ
る
に
備
え
る
所
以
と
な
す
な
り
。

こ
の
文
章
の
第
一
の
特
徴
は
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
〈
故
事
〉
の
起
源
が
陶
淵
明
に
あ
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
り
な
が
ら
、

彼
自
身
が
そ
の
こ
と
に
一
切
触
れ
ず
、
む
し
ろ
、
四
明
山
の
道
士
葉
沈
が
も
た
ら
し
た
絵
画
か
ら
の
〈
引
用
〉
で
あ
る
か
の
よ
う
に
偽
装

し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
舒
元
輿
は
冒
頭
で
「
画
に
桃
源
図
有
り
、
図
上
に
谿
有
り
」
と
述
べ
、
こ
の
〈
桃
源
〉
が
陶
淵
明
の
〈
桃
花

8
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源
〉
と
別
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
い
、「
谿
名
は
武
陵
の
源
」
と
「
武
陵
」
に
言
及
し
て
後
も
、「
仙
記
を
按
ず
る
に
、
霊
洞
を
分

か
ち
し
三
十
六
の
一
支
な
り
」
と
い
う
。
彼
は
〈
武
陵
源
〉
を
、〈
三
十
六
洞
天
〉
を
解
説
し
た
〈
仙
記
〉
に
よ
っ
て
知
っ
た
態
な
の
だ
。

葉
沈
が
も
た
ら
し
た
絵
画
に
は
〈
桃
花
〉
は
描
か
れ
て
い
な
い
の
か
、
舒
元
輿
は
花
の
な
い
渓
流
を
遡
っ
て
谷
間
に
分
け
入
り
、
ま

る
で
実
景
の
中
を
移
動
す
る
か
の
よ
う
に
、
山
や
水
、
草
木
を
描
写
し
は
じ
め
る
。
こ
の
辺
り
か
ら
文
章
は
対
偶
表
現
を
採
り
、
陶
淵

明
「
桃
花
源
詩
并
序
」
と
は
無
縁
の
駢
文
調
に
な
る
。〈
岸
の
北
〉
に
た
ど
り
着
き
、
岩
陰
か
ら
〈
洞
天
〉
の
奥
を
の
ぞ
き
込
む
と
、
彼

の
視
線
は
俄
に
空
中
を
舞
い
、
画
面
の
中
央
部
分
に
至
っ
て
、
や
が
て
〈
山
中
の
平
坦
な
場
所
〉
に
帰
着
す
る
。
そ
こ
に
は
〈
層
級
を
な

す
爐
〉
が
あ
っ
て
、
今
ま
さ
に
火
を
含
み
五
色
の
雲
気
を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
間
、
舒
元
輿
の
描
写
は
〈
翠
（
み
ど
り
）〉〈
丹
（
あ
か
）〉

〈
青
〉〈
金
〉
と
い
っ
た
色
彩
、
す
な
わ
ち
視
覚
的
な
も
の
か
ら
、〈
飛
動
〉〈
生
〉〈
忽
焉
〉〈
俄
〉
と
い
っ
た
動
的
、
す
な
わ
ち
時
間
的
な

も
の
へ
と
微
妙
に
変
化
を
見
せ
る
。
画
中
の
渓
流
を
出
発
し
て
静
止
画
の
中
を
飛
翔
し
、
や
が
て
〈
現
実
の
武
陵
源
〉
を
発
見
し
、
そ

の
〈
時
の
中
〉
に
降
り
立
っ

た
格
好
で
あ
ろ
う
。
舒
元
輿

は
、
伝
聞
に
よ
っ
て
〈
桃
花

源
〉
を
経
験
し
た
の
で
は
な

く
、
画
中
に
分
け
入
っ
て

〈
武
陵
源
〉
を
体
験
し
た
の

だ
。「
録
桃
源
画
記
」
の
文

範
は
、
そ
の
点
で
は
、
陶
淵

明
に
で
は
な
く
、
孫
綽
「
遊

図2　明・文伯仁「山水楼閣図」（故宮博物館蔵）
部分。画面、下から四分の一の中央に洞天の門
扉があり、その前に二人の人物が立っている。
門扉を入れば洞窟は上部に続き、おそらくその
洞穴を抜けた谷あいであろう、大きな建物が広
がっている。
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天
台
山
賦
并
序
」
の
よ
う
な
〈
辞
賦
類
〉
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
表
層
に
お
い
て
は
そ
う
な
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
舒
元
輿
が
体
験
し
た
画
面
の
中
央
に
は
、
白
髪
の
老
人
が
座
っ
て
い
た
。
そ
の
老
人
は
秦
時
の
衣
服
を
身
に
着
け
、
手
に

は
櫂
を
も
ち
、
艇
に
乗
っ
て
い
る
。
し
て
み
れ
ば
こ
の
人
は
、
陶
淵
明
が
描
い
た
〈
漁
人
〉
だ
ろ
う
。
陶
淵
明
の
〈
漁
人
〉
は
〈
桃
源

郷
〉
へ
の
単
な
る
闖
入
者
で
、
し
か
も
〈
密
告
者
〉
だ
っ
た
が
、
彼
は
い
つ
の
間
に
か
〈
武
陵
源
〉
に
回
帰
し
て
不
老
長
生
を
達
成
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
舒
元
輿
「
録
桃
源
画
記
」
は
、
陶
淵
明
「
桃
花
源
詩
并
序
」
か
ら
完
全
に
乖
離
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
の
だ
。
し
か
も
こ
の
老
人
は
、
画
面
の
中
央
に
い
て
〈
武
陵
源
〉
の
〈
意
状
深
遠
〉
を
代
表
す
る
〈
一
人
〉
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
い
う
〈
一
人
〉
と
は
〈
一
人
有
慶
（『
尚
書
』「
呂
刑
」）〉
と
い
う
場
合
の
〈
一
人
〉
と
共
鳴
し
、
す
な
わ
ち
そ
の
人
が
、

〈
星
月
の
紋
様
を
羽
織
る
五
人
の
雪
氷
肌
顔
（
美
女
）〉
と
〈
十
二
人
の
書
童
玉
女
（
五
人
に
仕
え
る
童
た
ち
）〉
の
す
べ
て
を
統
括
す
る
、

〈
洞
天
〉
の
主
宰
者
で
あ
る
こ
と
を
に
お
わ
せ
る
。
陶
淵
明
の
〈
漁
人
〉
は
い
わ
ば
〈
漁
父
〉
に
変
身
し
て
い
た
の
だ
。

か
く
し
て
、
舒
元
輿
が
身
を
乗
り
出
し
、
画
面
を
仔
細
に
吟
味
し
よ
う
と
し
た
そ
の
瞬
間
、
こ
の
「
録
桃
源
画
記
」
は
す
べ
て
の
〈
幻

想
〉
か
ら
乖
離
し
て
突
然
の
終
焉
を
迎
え
る
。
四
明
山
の
道
士
葉
沈
が
軸
を
畳
み
、
そ
れ
を
仕
舞
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。〈
武
陵

源
〉
は
忽
然
と
姿
を
消
し
、
舒
元
輿
は
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
る
。
深
い
喪
失
感
を
残
し
て
、「
頑
石
の
化
出
す
る
有
り
て
道
路
を
塞
断
す

る
か
と
疑
う
」、
す
な
わ
ち
、「
壁
の
中
か
ら
突
然
岩
石
が
湧
き
出
て
、〈
深
遠
世
界
〉
か
ら
完
全
に
遮
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
舒
元
輿
の
目
的
は
は
じ
め
か
ら
こ
の
〈
喪
失
感
〉
の
演
出
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
陶
淵
明
や
孫

綽
か
ら
の
〈
引
用
〉
も
そ
の
た
め
の
〈
仕
込
み
〉
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
こ
の
作
品
の
第
二
の
特
徴
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
作
品
の
内
容
と
文
体
を
観
察
し
て
読
者
が
ま
ず
感
じ
る
の
は
、
あ
る
種
の
〈
欠
落
〉
で
は
あ
る
ま
い
か
。
四
明
山
の
道
士
が
絵
画

を
も
た
ら
し
、
そ
の
画
中
に
没
入
し
て
い
く
過
程
が
駢
文
風
の
美
文
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
末
尾
に
は
当
然
〈
桃

源
画
の
賦
〉
と
い
っ
た
〈
辞
賦
〉
か
、
な
い
し
は
〈
画
賛
〉〈
銘
文
〉
の
類
が
付
随
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
る
に
そ
れ
が
な
い
。
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「
録
桃
源
画
記
」
は
、
そ
の
内
容
や
文
体
を
見
た
場
合
、〈
辞
賦
類
〉
に
付
さ
れ
た
〈
并
び
に
序
〉
の
部
分
に
最
も
似
た
印
象
を
醸
す
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
肝
腎
の
〈
辞
賦
〉
は
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
陶
淵
明
「
桃
花
源
詩
并
序
」
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
と
し
て
見
た

場
合
に
も
〈
詩
〉
が
欠
落
し
、
し
か
も
〈
記
〉
の
部
分
の
内
容
・
文
体
と
も
に
陶
作
と
多
く
の
齟
齬
を
も
つ
。
つ
ま
り
「
録
桃
源
画
記
」

は
、〈
伝
統
世
界
〉
を
忠
実
に
な
ぞ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
内
容
や
文
体
を
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、
そ
の
〈
共
鳴
関

係
〉
に
い
く
つ
も
の
〈
欠
落
〉
が
仕
組
ま
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
あ
る
種
の
自
己
表
現
を
達
成
し
た
、
そ
う
い
う
作
品
に
見
え
る
の
で

あ
る
。

一
方
、
た
と
え
ば
陶
淵
明
「
桃
花
源
詩
并
序
」
は
、
そ
れ
自
体
が
〈
伝
統
〉
と
の
〈
共
鳴
〉
を
拒
否
し
た
、
き
わ
め
て
自
己
完
結
的
な

文
学
で
あ
っ
た
。
陶
淵
明
の
異
常
さ
は
、〈
桃
花
源
〉
を
描
い
て
そ
こ
に
〈
楼
閣
イ
メ
ー
ジ
〉
を
一
切
登
場
さ
せ
な
か
っ
た
点
に
典
型
的

に
見
て
と
れ
る
。
こ
こ
に
い
う
〈
楼
閣
イ
メ
ー
ジ
〉
と
は
、
高
み
に
聳
え
る
視
覚
の
み
を
指
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
壮
麗
と
精
緻
を
実
現

す
る
〈
権
力
〉
を
も
い
う
。〈
楼
閣
〉
と
は
要
す
る
に
、
高
み
に
聳
え
る
〈
絶
対
性
〉
の
象
徴
な
の
だ
。
陶
淵
明
は
〈
武
陵
源
〉
に
〈
共

同
体
〉
を
描
い
て
〈
絶
対
者
〉
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
単
に
〈
宮
闕
〉〈
玉
楼
〉〈
玲
瓏
〉
と
い
っ
た
用
語
レ
ベ
ル
に
止
ま
ら

ず
、〈
引
用
〉
や
〈
文
体
選
択
〉
と
い
っ
た
〈
書
法
〉
の
レ
ベ
ル
ま
で
及
ん
で
い
た
。

「
桃
花
源
記
」
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

晋
太
元
中
、
武
陵
人
捕
魚
為
業
。
緣
溪
行
、
忘
路
之
遠
近
。
忽
逢
桃
花
林
、
夾
岸
数
百
歩
、
中
無
雑
樹
、
芳
草
鮮
美
、
落
英
繽
紛
。

こ
こ
に
は
、
宮
廷
の
駢
文
が
も
っ
た
音
調
の
美
は
な
く
、
主
語
と
述
語
の
素
朴
な
積
み
重
ね
が
あ
る
だ
け
あ
る
。

ま
た
、〈
漁
人
〉
が
〈
武
陵
源
〉
に
人
家
を
発
見
し
た
箇
所
に
お
い
て
は
、
多
少
の
対
偶
表
現
が
用
い
ら
れ
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
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復
行
数
十
歩
、
豁
然
開
朗
、
土
地
平
曠
、
屋
舍
儼
然
。
有
良
田
美
池
桑
竹
之
属
。
阡
陌
交
通
、
鷄
犬
相
聞
。
其
中
往
来
種
作
男
女
衣

着
、
悉
如
外
人
。

こ
こ
で
は
四
字
の
言
葉
が
重
ね
ら
れ
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
は
（
た
と
え
ば
「
土
地
平
曠
、
屋
舍
儼
然
」
や
「
阡
陌
交
通
、
鷄
犬
相
聞
」）

明
ら
か
に
対
を
な
し
て
、
一
定
の
リ
ズ
ム
を
形
成
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、「
有
良
田
美
池
桑
竹
之
属
」
や
「
其
中
往
来
種
作

男
女
衣
着
、
悉
如
外
人
」
に
至
っ
て
、
意
味
の
リ
ズ
ム
は
乱
れ
、
四
字
を
基
準
に
初
め
か
ら
読
み
進
め
る
と
、
途
中
か
ら
奇
妙
な
読
み

に
く
さ
に
逢
着
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。「
桃
花
源
記
」
は
宮
廷
の
美
意
識
に
無
頓
着
な
人
が
書
い
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
、
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
桃
花
源
記
」
に
見
ら
れ
る
こ
の
無
頓
着
さ
は
〈
引
用
〉
の
面
で
も
見
ら
れ
る
。
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、「
桃
花
源
記
」
に
は
美
文
風

の
〈
引
用
〉
は
一
切
な
く
、
た
だ
淡
々
と
〈
探
訪
〉
の
経
緯
が
語
ら
れ
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。「
桃
花
源
記
」
の
後
に
置
か
れ
た
「
桃
花

源
詩
」
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
り
、
三
十
二
句
、
百
六
十
字
に
及
ぶ
比
較
的
長
い
詩
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
作
に
は
〈
典
故
〉
を

用
い
た
箇
所
が
一
つ
し
か
な
い
。
冒
頭
の
次
の
部
分
で
あ
る
。

嬴
氏
乱
天
紀　

賢
者
避
其
世　
　
　

嬴
氏
（
秦
国
の
姓
）
天
紀
を
乱
し　
　

賢
者　

其
の
世
を
避
く

黄
綺
之
商
山　

伊
人
亦
云
逝　
　
　

黄
綺　

商
山
に
之ゆ

き　
　

伊か

の
人
も
亦
た　

云こ
こ

に
逝
く

す
な
わ
ち
、
第
三
句
目
に
い
う
「
黄
綺
」
が
〈
商
山
の
四
皓
〉
の
夏
黄
公
と
綺
里
季
を
指
し
、『
史
記
』「
留
侯
世
家
」
に
い
う
漢
の
劉

邦
の
故
事
を
引
く
の
だ
が
、
し
か
も
こ
の
場
合
、
陶
淵
明
の
〈
引
用
〉
に
は
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
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束の間の幻影

『
史
記
』「
留
侯
世
家
」
が
展
開
す
る
〈
四
皓
〉
の
故
事
と
は
、
人
を
侮
る
劉
邦
を
嫌
っ
て
四
人
の
長
老
は
一
旦
は
商
山
に
隠
棲
し
た

が
、
太
子
・
盈
の
招
き
に
応
じ
て
出
仕
し
、
そ
の
羽
翼
と
な
っ
て
彼
を
廃
嫡
か
ら
救
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
〈
四
皓
〉

は
、
そ
の
去
就
が
王
朝
の
命
運
さ
え
左
右
す
る
〈
神
仙
＝
超
越
者
〉
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
後
代
の
文
学
（
特
に
唐
代
文
学
）

は
、〈
士
人
の
処
世
〉
と
い
う
文
脈
の
中
に
お
い
て
常
に
〈
四
皓
〉
を
論
じ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
舒
元
輿
の
同
時
代
人
の
孟
郊
は
「
百

憂
」
と
題
さ
れ
る
詩
の
中
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

何
必
在
波
濤　

然
後
驚
沈
浮　
　
　
　

何
ぞ
必
ず
し
も
波
濤
に
在
り
て　

然
る
後
に
沈
浮
に
驚
か
ん
や

伯
倫
心
不
酔　

四
皓
跡
難
留　
　
　
　

伯
倫
（
劉
伶
）　

心
は
酔
わ
ず　
　

四
皓　

跡
は
留
め
難
し

出
処
各
有
時　

衆
議
徒
啾
啾　
　
　
　

出
処　

お
の
お
の
時
有
り　

衆
議　

徒
ら
に
啾
啾

こ
こ
に
い
う
〈
四
皓
〉
と
は
、〈
兆
す
前
に
「
時
」
を
知
る
超
越
者
〉
の
謂
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
晩
唐
の
杜
牧
は
有
名
な
「
商
山
四
皓
廟
に
題
す
」
と
い
う
詩
の
中
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

呂
氏
強
梁
嗣
子
柔　
　
　
　

呂
氏
は
強
梁
に
し
て　

嗣
子
は
柔

我
於
天
性
豈
恩
讐　
　
　
　

我　

天
性
（
父
子
関
係
）
に
お
い
て　

豈
に
恩
讐
あ
ら
ん
や

南
軍
不
袒
左
辺
袖　
　
　
　

南
軍　

左
辺
の
袖
を
袒
せ
ざ
れ
ば

四
老
安
劉
是
滅
劉　
　
　
　

四
老
の
安
劉
は　

是
れ　

滅
劉
た
ら
ん
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こ
こ
に
お
い
て
も
杜
牧
は
、〈
四
皓
〉
の
荷
担
が
劉
氏
の
滅
亡
を
も
招
来
し
か
ね
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。〈
隠
遁
〉
に
で
は
な
く
〈
出

山
〉
の
方
に
焦
点
を
当
て
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
る
に
陶
淵
明
は
「
黄
綺　

商
山
に
ゆ
き　

伊
の
人
も
亦
た
こ
こ
に
逝
く
」
と
詠

い
、「
四
皓
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
武
陵
源
の
奧
に
隠
れ
住
ん
だ
人
々
が
い
た
」
こ
と
を
述
べ
る
。
唐
代
文
学
に
と
っ
て
〈
四
皓
〉
は

〈
王
朝
の
命
運
さ
え
左
右
す
る
超
越
者
〉
だ
っ
た
の
に
対
し
、
陶
淵
明
に
と
っ
て
は
〈
権
力
か
ら
逃
亡
し
た
賢
者
た
ち
〉
だ
っ
た
の
で
あ

る
。ま

た
、
陶
淵
明
は
「
桃
花
源
詩
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

桑
竹
垂
余
蔭　

菽
稷
随
時
藝　
　
　
　

桑
竹
余
蔭
を
垂
れ　

菽
稷　

時
に
随
い
て
藝う

う

春
蠶
取
長
糸　

秋
熟
靡
王
税　
　
　
　

春
蠶　

長
糸
を
取
り　

秋
熟　

王
税
靡な

し

桑
や
竹
は
豊
か
に
茂
り
、
人
々
は
養
蚕
や
農
耕
を
整
然
と
行
っ
た
が
、〈
王
税
〉
を
収
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

人
々
の
生
活
に
〈
秩
序
〉
は
あ
っ
た
が
、〈
支
配
〉
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
詠
う
部
分
も
あ
る
。

草
栄
識
節
和　

木
衰
知
風
厲　
　
　
　

草
栄
え
て
節と
き

の
和
す
る
を
識
り　

木
衰
え
て
風
の
厲は
げ

し
き
を
知
る

雖
無
紀
歴
誌　

四
時
自
成
歳　
　
　
　

歴
誌
を
紀
す
無
し
と
雖
も　

四
時　

お
の
ず
か
ら
歳
を
成
す

日
月
星
辰
の
運
行
を
記
録
し
な
く
と
も
、
四
季
は
異
変
な
く
交
替
し
、
一
年
の
収
穫
は
順
調
に
も
た
ら
さ
れ
る
。〈
元
号
〉
を
建
て
て
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束の間の幻影

〈
時
〉
を
支
配
し
、
天
地
に
君
臨
し
よ
う
と
す
る
〈
絶
対
者
〉
は
こ
こ
に
は
い
な
い
の
で
あ
る
。「
桃
花
源
詩
」
に
お
け
る
〈
四
皓
〉
が

〈
権
力
か
ら
逃
亡
し
た
賢
者
た
ち
〉
だ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
地
に
は
〈
権
力
〉
や
〈
支
配
〉
を
示
す
何
者
も
存
在
し
な
い
。
そ
の
こ
と
を

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
表
現
す
る
た
め
に
陶
淵
明
は
、〈
引
用
〉
を
排
除
し
た
古
拙
な
文
体
を
採
用
し
、
自
身
の
文
章
が
宮
廷
風
の
美

文
や
〈
支
配
の
伝
統
〉
と
共
鳴
し
合
う
こ
と
を
注
意
深
く
回
避
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
彼
の
文
学
は
、〈
伝
統
〉
の
外

側
に
孤
立
し
た
、
自
己
完
結
的
な
独
立
峰
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

だ
が
、
舒
元
輿
の
眼
前
に
展
開
さ
れ
た
〈
武
陵
源
〉
は
、「
中
央
に
丹
薬
を
錬
る
爐
が
あ
る
〈
超
越
者
〉
の
世
界
」
だ
っ
た
。
そ
の
世

界
を
主
宰
す
る
〈
漁
父
〉
は
、
陶
淵
明
「
桃
花
源
詩
」
に
お
け
る
〈
四
皓
〉
で
あ
る
よ
り
は
、
神
秘
に
通
じ
た
、
唐
代
文
学
の
〈
四
皓
〉

だ
っ
た
。
こ
の
世
を
支
配
す
る
皇
帝
の
命
運
さ
え
左
右
す
る
〈
神
仙
〉、
す
な
わ
ち
、
孫
綽
が
天
台
山
中
に
見
た
壮
大
な
楼
閣
の
住
人
と

同
等
の
〈
絶
対
者
〉
だ
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
舒
元
輿
は
、
そ
の
世
界
を
駢
文
風
の
美
文
に
よ
っ
て
描
写
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方

で
彼
は
、〈
絶
対
者
の
実
在
性
〉
を
美
文
に
よ
っ
て
で
は
な
く
〈
欠
落
〉
に
よ
っ
て
造
形
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
彼
の
文
学
の
新
し

さ
と
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

舒
元
輿
が
〈
引
用
〉
し
た
陶
淵
明
「
桃
花
源
詩　

并
び
に
序
」
は
末
尾
に
韻
文
が
置
か
れ
、
ま
た
、
文
体
上
の
範
と
し
た
〈
美
文
〉
の

場
合
も
中
核
に
は
当
然
〈
辞
賦
〉
が
あ
っ
た
。
舒
元
輿
「
録
桃
源
画
記
」
は
、〈
序
〉
に
似
た
風
味
を
醸
し
な
が
ら
、
し
か
も
〈
中
核
〉

に
た
ど
り
着
か
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
一
に
、
様
式
上
の
〈
未
完
結
〉
が
演
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
〈
欠
落
〉
は
忽
然
と
消
え
た
仙
界

イ
メ
ー
ジ
と
相
俟
っ
て
深
い
〈
喪
失
感
〉
を
生
み
、
最
終
的
に
は
、
眼
前
に
展
開
さ
れ
た
絵
画
が
実
は
〈
写
真
〉
だ
っ
た
こ
と
を
確
信

さ
せ
る
の
で
あ
る
。
壁
面
の
絵
画
が
突
然
取
り
除
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
武
陵
源
〉
へ
の
探
訪
は
〈
未
完
〉
に
終
わ
っ
た
が
、
か
つ
て

〈
桃
源
郷
〉
を
訪
ね
た
陶
淵
明
の
〈
漁
人
〉
が
先
ほ
ど
ま
で
、
確
か
に
そ
こ
に
存
在
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
眼
前
に
あ
っ
た
あ
の
〈
武
陵

源
〉
も
幻
影
で
は
な
く
実
在
だ
っ
た
の
だ
。
四
明
山
の
道
士
が
も
た
ら
し
た
絵
画
に
よ
っ
て
、
舒
元
輿
の
部
屋
の
壁
に
は
一
瞬
、〈
絶
対
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者
が
主
宰
す
る
武
陵
源
〉
へ
の
入
り
口
が
現
れ
た
。「
入
り
口
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
〈
世
界
〉
を
詠
じ
る
こ
と
は
今
は
出
来
な

い
が
、
将
来
そ
の
〈
世
界
〉
に
た
ど
り
着
く
道
し
る
べ
と
し
て
、
景
観
の
あ
ら
ま
し
は
書
き
留
め
て
お
こ
う
」。「
録
桃
源
画
記
」
の
末
尾

に
い
う
「
将ま
さ

に
、
異
日
の
写
画
の
謬あ
や
また
ざ
る
に
備
え
る
所
以
と
な
さ
ん
と
す
る
な
り
」
と
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で

あ
る
。三　

ま
ぼ
ろ
し
の
帝
都

「
序
白
」
は
、
様
式
上
の
〈
未
完
結
〉
を
「
録
桃
源
画
記
」
以
上
に
標
榜
し
た
希
有
な
作
品
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、「
序
白
」
と
い

う
奇
妙
な
表
題
に
容
易
に
見
て
と
れ
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、「
序
白
」
が
舒
元
輿
の
付
け
た
原
題
だ
っ
た
か
否
か
は
解
ら
な
い
し
（
因

み
に
『
全
唐
文
』
は
こ
の
散
文
に
「
長
安
雪
下
望
月
記
」
と
い
う
題
を
付
す
）、
そ
も
そ
も
、
自
身
の
書
い
た
作
品
に
表
題
を
付
け
る
習

慣
が
こ
の
時
代
に
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
、「
序
白
」
が
か
り
に
原
題
だ
と
し
て
も
、
そ
の

場
合
の
〈
序
〉
と
は
一
体
い
か
な
る
文
体
を
指
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
け
ば
、
舒
元
輿
が
こ
の
作
品
に
様
式
上
の
〈
未

完
結
〉
を
仕
組
み
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
あ
る
種
の
自
己
表
現
を
達
成
し
た
と
す
る
の
は
、
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
議
論
に
は
な
り
得
ま
い

が
、
た
だ
し
本
作
は
、
そ
の
末
尾
に
「
某
、
其
の
寡ま
れ

に
し
て
会
う
に
易
す
か
ら
ず
、
而
も
三
者
の
俱
に
白
き
を
以
て
の
故
に
、
こ
れ
に
序

す
の
み
」
と
い
い
、
撰
文
の
意
図
が
〈
白
に
序
す
〉
点
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
瞭
に
述
べ
て
い
る
し
、
ま
た
、
そ
の
〈
白
〉
が
何
の
表
象
で

あ
っ
た
か
は
故
意
に
言
い
落
と
さ
れ
、
撰
文
の
真
の
意
図
は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
序
白
」
は
お
そ
ら
く
原
題
で
あ

り
、
そ
の
〈
白
〉
に
は
〈
謎
〉
が
仕
掛
け
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

「
序
白
」
の
表
現
を
、
順
を
追
っ
て
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
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十
一
月
十
五
日
、
長
安
は
雪
に
見
舞
わ
れ
、
舒
元
輿
は
友
人
た
ち
と
楽
遊
原
に
雪
見
に
出
か
け
、
そ
の
ま
ま
青
龍
寺
に
逗
留
す

る
。
日
が
暮
れ
て
初
更
の
こ
ろ
、
舒
元
輿
た
ち
が
い
る
部
屋
に
突
然
〈
皓
影
（
白
い
光
）〉
が
差
し
込
み
、
人
々
は
「
雪
の
光
か
」

と
疑
う
。
扉
を
開
け
て
出
て
み
る
と
、
細
か
な
氷
片
は
空
中
に
輝
き
、
あ
た
り
は
碧
玉
の
と
ば
り
を
下
ろ
し
た
か
の
よ
う
に
〈
太
虚

の
真
気
〉
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
見
れ
ば
、
目
の
前
を
大
輪
の
満
月
が
音
も
な
く
昇
っ
て
い
き
、
二
更
の
こ
ろ
に
は
、
一
面
の
雪
景
色

の
中
、
月
は
天
の
中
心
に
懸
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
表
現
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
舒
元
輿
の
視
線
が
常
に
眼
前
の
月
、
す
な
わ
ち
前
方
上
空
に
注
が
れ
て
い
る

点
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
建
物
の
間
に
見
え
る
空
を
眺
め
て
た
た
ず
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
や
が
て
高
み
に
立
ち
、
四
周
を
見
晴
る
か
す
準

備
な
の
で
あ
る
。

予
は
、
雪
に
方あ
た

り
て
望
舒
（
月
神
）
も
復
た
至
る
を
喜
び
、
乃
ち
友
生
と
と
も
に
大
門
を
出
で
て
恣
ほ
し
い
ま
まに

視
る
。
直
前
に
は
終
南
あ

り
て
、
千
疊
の
屛
風
を
開
き
、
其
の
一
方
に
張
る
。
東
原
（
楽
遊
原
）
は
接つ

去づ

き
、
藍
巖
（
藍
田
の
岩
）
驪
巒
（
驪
山
の
峰
）
と
と

も
に
、
羣
瓊
、
光
を
含
む
。
北
の
か
た
天
宮
（
皇
居
）
に
朝む
か

え
ば
、
宮
中
に
崇
闕
洪
觀
有
り
て
、
甃
珪
疊
璐
、
空
に
出
で
虛
に
横
た

わ
る
が
如
し
。

彼
は
い
ま
、
青
龍
寺
が
位
置
す
る
楽
遊
原
に
立
っ
て
い
る
。
彼
の
視
線
は
ま
ず
南
に
向
き
、
西
に
広
が
る
終
南
山
か
ら
東
へ
、
自
身
が

立
つ
楽
遊
原
を
経
て
、
藍
田
、
驪
山
へ
と
次
第
に
移
っ
て
い
く
。
こ
こ
で
彼
は
振
り
向
き
、
今
度
は
北
側
の
宮
城
を
見
る
の
だ
。
そ
こ
に

は
「
高
く
壮
大
な
楼
閣
」
が
あ
っ
て
、「
美
玉
を
屋
根
に
葺
き
敷
き
な
ら
べ
た
か
の
よ
う
に
、
太
虚
に
聳
え
、
虚
空
に
広
が
っ
て
い
る
」。
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南
の
連
峰
に
つ
い
て
は
、
な
だ
ら
か
に
続
く
屏
風
の
よ
う
な
広
大
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
北
の
宮
城
は
、
そ
の
高
さ
が
ま
ず

示
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
〈
空
〉〈
虚
〉
と
い
っ
た
道
家
的
な
用
語
が
選
択
さ
れ
、
そ
の
神
秘
性
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
彼
の
想
念
は
天

空
へ
と
飛
翔
す
る
。

此
の
時
、
定
身
し
て
周
目
す
れ
ば
、
謂お
も

え
ら
く
、
六
合
八
極
は
我
が
虛
室
に
作な

り
、
峩
峩
た
る
帝
城
は
白
玉
の
京
た
り
、
と
。
我
が

五
藏
を
し
て
清
光
中
に
出
濯
し
、
俗
埃
は
地
に
落
ち
、
塗
然
と
し
て
寒
膠
し
、
瑩
然
と
し
て
鮮
著
し
、
骨
肉
に
徹
入
す
る
を
覚
ゆ
。

（
此
時
、
定
身
周
目
、
謂
六
合
八
極
、
作
我
虛
室
、
峩
峩
帝
城
、
白
玉
之
京
、
覚
我
五
藏
出
濯
清
光
中
、
俗
埃
落
地
、
塗
然
寒

膠
、
瑩
然
鮮
著
、
徹
入
骨
肉
）

右
の
表
現
で
異
例
な
の
は
、「
峩
峩
帝
城
、
白
玉
之
京
」
の
二
句
が
ま
る
で
〈
体
言
止
め
〉
か
何
か
の
よ
う
に
、
前
後
の
流
れ
か
ら
孤

立
し
て
見
え
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
前
文
の
「
謂
六
合
八
極
、
作
我
虛
室
」
は
、「
六
合
八
極
作
我
虛
室
」
と
い
う
〈
四
字
＋
四
字

の
主
述
文
〉
に
「
謂
」
が
付
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
で
意
味
の
〈
ひ
と
か
た
ま
り
〉
を
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
文
の
「
覚
我
五

藏
」
以
下
は
、「
覚
」
が
全
体
の
動
詞
な
の
だ
か
ら
、
主
語
は
〈
わ
た
し
〉
で
あ
っ
て
「
峩
峩
帝
城
、
白
玉
之
京
」
で
は
な
い
。
全
体
と

し
て
み
れ
ば
こ
の
部
分
は
、「
此
の
時
、
定
身
し
て
周
目
す
れ
ば
…
…
と
謂お
も

い
、
…
…
と
覚か
ん

じ
た
」
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
舒
元

輿
の
〈
心
象
風
景
〉
が
深
い
息
遣
い
の
中
で
静
か
に
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
眼
前
に
あ
る
実
景
を
描
写
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
舒
元
輿
は
、
き
わ
め
て
具
体
的
な
視
覚
イ
メ
ー
ジ
を
、「
天
地
宇
宙
が
我
が
虛
室
と
な
っ
た
」
と
語
る
一

方
で
、
文
法
上
の
均
衡
を
冒
し
て
ま
で
挿
入
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
峩
峩
帝
城
、
白
玉
之
京
」
は
、
思
う
に
、
実
景
で
は
な
く
舒
元
輿
の
〈
幻
視
〉
な
の
だ
ろ
う
。
屏
風
の
よ
う
に
連
な
る
終
南
山
を
描
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い
た
の
ち
に
舒
元
輿
は
、「
北
の
か
た
天
宮
に
朝む
か

え
ば
」
と
、
皇
居
を
、〈
天
界
の
宮
城
〉
を
も
意
味
す
る
〈
天
宮
〉
と
い
う
言
葉
で
表
現

し
て
い
た
。「
序
白
」
の
中
心
は
お
そ
ら
く
こ
こ
に
あ
っ
て
、〈
現
実
の
長
安
〉
が
〈
天
界
の
帝
都
〉
に
連
な
っ
て
い
く
よ
う
、
そ
の
混
線

が
故
意
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
彼
の
〈
幻
視
〉
は
、
孫
綽
の
「
遊
天
台
山
賦
併
び
に
序
」
と
同
様
、
山
と
楼
閣
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
。
天
台
山
中
に
聳
え
る
楼
閣
は
、
そ
こ
が
天
界
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
っ
た
が
、
月
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
〈
宮
城
〉
も
同
様

に
、
そ
こ
が
〈
天
界
〉
で
あ
る
こ
と
の
証
左
だ
っ
た
の
だ
。「
録
桃
源
画
記
」
に
お
い
て
は
、
絵
画
が
異
世
界
へ
通
じ
る
入
り
口
と
な
っ

た
が
、
そ
の
よ
う
に
、「
序
白
」
に
お
い
て
は
〈
宮
城
〉
が
〈
天
界
〉
へ
の
入
り
口
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
録
桃
源
画
記
」
と
「
序
白
」
の
叙
述
を
比
較
し
た
場
合
、
両
者
は
と
も
に
〈
幻
視
〉
を
描
き
な
が
ら
、
そ
れ
が
出
現
す
る
手
順
に
大

き
な
差
違
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。「
録
桃
源
画
記
」
の
場
合
は
、
絵
画
と
い
う
〈
仮
想
〉
が
眼
前
に
あ
り
、
そ
れ
が
突
然
消
失
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
〈
更
な
る
幻
影
〉
が
残
像
と
し
て
出
現
し
た
の
に
対
し
、「
序
白
」
は
、
眼
前
に
は
〈
実
景
〉
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
い
つ
の

間
に
か
巨
大
な
〈
幻
視
〉
へ
と
姿
を
変
え
て
い
く
。「
序
白
」
は
、
い
わ
ば
〈
現
実
〉
が
〈
仮
想
〉
へ
と
裏
返
っ
て
い
く
格
好
で
あ
ろ
う

か
。
し
か
も
そ
の
〈
仮
想
〉
は
、〈
実
景
〉
を
起
点
と
す
る
が
ゆ
え
に
そ
れ
と
同
じ
輪
郭
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

図
三
は
、
元
・
李
容
瑾
作
と
さ
れ
る
有
名
な
「
漢
苑
図
」（
故
宮
博
物

院
蔵
）
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
〈
山
水
楼
閣
図
〉
が
現
実
の
風
景
を
写
生

し
た
も
の
で
は
な
く
、
仮
想
の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
つ
ま
い
。
宋

代
以
後
、〈
漢
苑
〉
や
〈
漢
宮
〉
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
が
陸
続
と
生
み

出
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
う
し
た
〈
山
水
楼
閣
図
〉
は
〈
仙
界
イ
メ
ー

ジ
〉
を
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
は
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
や
舒
元
輿

「
序
白
」
と
共
通
し
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
描
く
。
こ
こ
に
い
う
〈
漢
〉
と
は

図三
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「
漢
武
内
伝
」
の
〈
漢
〉
で
あ
り
、
西
王
母
が
多
数
の
神
仙
を
引
き
連
れ
て
訪
れ
た
〈
現
世
と
仙
界
の
接
点
〉
で
あ
る
。〈
漢
苑
図
〉〈
漢

宮
図
〉
と
は
要
す
る
に
〈
現
世
に
出
現
し
た
天
界
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
〉
に
他
な
ら
ず
、
舒
元
輿
が
「
序
白
」
に
見
た
長
安
の
〈
幻
影
〉
も
、

ま
さ
に
こ
の
種
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
だ
っ
た
は
ず
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
舒
元
輿
が
描
く
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
一
面
で
奇
妙
に
逆
説
的
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
序
白
」
は
一
見
、

雪
と
月
光
に
包
ま
れ
た
長
安
の
美
し
さ
を
〈
仙
境
の
美
〉
に
喩
え
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。「
根ね

に
復
し
始は
じ

め
に
還か
え

り
て
、
真
性
を
認
得
し
た
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
〈
根
源
的
な
何
か
〉〈
本
質
的
な
何
か
〉
を
白
銀
の
中
に
発
見
し
、
そ
れ

を
言
葉
に
具
現
し
よ
う
と
し
て
〈
幻
影
〉
の
中
に
没
入
し
て
い
く
の
で
あ
る
。〈
太
虚
〉〈
虚
室
〉〈
神
仙
〉
と
い
っ
た
表
現
は
〈
比
喩
〉

で
は
な
く
、
伝
統
的
な
〈
天
界
イ
メ
ー
ジ
〉
を
身
に
纏
っ
た
〈
写
真
〉
で
あ
ろ
う
。
こ
の
〈
写
真
〉
は
、
も
ち
ろ
ん
〈
実
景
そ
の
も
の
〉

で
は
な
か
っ
た
が
、
単
純
な
〈
借
用
〉
で
も
な
く
、
ま
た
〈
模
写
〉
で
も
な
か
っ
た
。
雪
と
月
光
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

長
安
は
、〈
天
界
〉
と
〈
共
振
〉
し
て
〈
俗
態
〉
を
振
る
い
落
と
し
、
む
し
ろ
逆
に
〈
真
実
の
姿
〉
を
露
呈
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ば
、〈
宮
城
〉
を
入
り
口
に
し
て
〈
異
世
界
〉
が
広
が
っ
て
お
り
、
あ
る
偶
然
を
契
機
に
、
そ
の
〈
異
世
界
〉
が
一
瞬
こ
の
世
に
姿

を
現
し
た
、
と
で
も
い
え
よ
う
か
。
し
か
も
、
そ
の
〈
異
世
界
〉
は
〈
宮
城
〉
の
真
の
姿
だ
っ
た
の
だ
。

で
は
、〈
異
世
界
〉
の
〈
天
宮
〉
に
住
ん
で
い
る
の
は
、
一
体
誰
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

天
台
山
中
の
宮
闕
や
「
漢
苑
図
」
に
住
む
〈
神
仙
〉
は
、
そ
れ
が
絵
画
で
あ
る
か
ぎ
り
〈
仮
想
の
誰
か
〉
で
よ
か
っ
た
が
、〈
長
安
の

天
宮
〉
に
住
む
〈
誰
か
〉
は
、
そ
れ
が
現
実
を
写
生
し
た
〈
異
世
界
〉
で
あ
っ
た
以
上
、
必
ず
〈
現
実
と
同
様
の
絶
対
者
〉
が
住
ん
で
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
ま
た
、
画
中
の
〈
天
宮
〉
は
〈
仮
想
〉
だ
と
は
い
え
、
そ
れ
が
絵
画
で
あ
る
が
ゆ
え
に
か
え
っ
て
、

絵
画
と
と
も
に
永
遠
に
同
じ
姿
を
留
め
つ
づ
け
る
。
し
か
る
に
舒
元
輿
の
描
く
〈
天
宮
〉
は
、
そ
れ
が
現
実
の
〈
写
真
〉
で
あ
る
が
ゆ
え

に
反
対
に
、
雪
と
月
光
が
移
ろ
え
ば
刹
那
に
消
え
る
、〈
束
の
間
の
幻
影
〉
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
舒
元
輿
は
、
一
瞬
の
光
芒
の
中

20



束の間の幻影

に
〈
真
実
〉
の
顕
現
を
見
た
。
こ
の
点
に
、「
序
白
」
に
仕
組
ま
れ
た
最
大
の
逆
説
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

彼
が
〈
幻
影
〉
と
し
て
希
求
し
つ
づ
け
た
も
の
は
、「
録
桃
源
画
記
」
の
場
合
も
「
序
白
」
の
場
合
も
、〈
絶
対
者
〉
が
中
心
に
い
て
す

べ
て
を
統
括
す
る
、
秩
序
立
っ
た
、
静
謐
の
世
界
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
舒
元
輿
が
〈
白
銀
の
世
界
〉
に
ど
の
よ
う
な
理
想
を
託
し
て
い

た
の
か
、
具
体
的
な
こ
と
は
よ
く
解
ら
な
い
。
た
だ
、
彼
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
は
中
心
が
あ
り
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
明
瞭
な

権
力
構
造
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
画
面
の
中
央
に
〈
宮
城
〉
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
彼
の
〈
桃
源
郷
〉
は
、〈
支
配
〉
も
〈
統
治
〉
も
〈
歴
史
〉
も
な
い
陶
淵
明
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
求
心
力
を
も
っ
た
巨
大
な
観

念
が
君
臨
す
る
、
太
陽
系
の
よ
う
な
宇
宙
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

白
銀
の
帝
都
に
出
現
し
た
玲
瓏
の
楼
閣
を
眼
前
に
し
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

衆
骸
（
我
々
の
形
骸
）
は
擢
挙
せ
ら
れ
、
羽
翎
を
生
じ
た
る
が
若
く
、
神
仙
人
と
雲
天
・
汗
漫
の
上
に
遊
び
、
沖
然
と
し
て
、
其
の

足
は
猶
お
寺
地
を
蹋ふ

み
、
身
は
由な

お
世
名
を
求
む
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
二
三
子
も
相
い
視
て
、
亦
た
、
向さ
き

の
何い
づ
れよ

り
来
り
、
今
の

何
よ
り
遁の
が

る
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
諱
言
せ
ず
、
譆
声
せ
ず
、
根
に
復
し
、
始
め
に
還
り
て
、
真
性
を
認
得
し
た
り
。

舒
元
輿
は
、
こ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
一
人
で
見
て
い
る
の
で
は
な
い
。〈
衆
骸
〉
や
〈
二
三
子
〉
と
と
も
に
、「
身
は
由な

お
世
名
を
求
め
て

い
る
」
こ
と
を
自
覚
し
、
名
誉
欲
に
苛
ま
れ
な
が
ら
、
彼
ら
の
〈
真
性
〉
を
雲
天
の
果
て
に
解
放
す
る
こ
と
を
〈
幻
視
〉
す
る
。〈
絶
対

者
〉
の
〈
実
在
性
〉
は
、〈
そ
の
も
の
の
顕
現
の
信
憑
性
に
よ
っ
て
〉
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、〈
そ
れ
を
希
求
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強

さ
〉
に
よ
っ
て
証
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。「
序
白
」
は
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
消
え
去
る
前
に
、
す
べ
て
が
未
完

結
の
ま
ま
終
焉
を
迎
え
る
。
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彼
ら
は
「
峩
峩
た
る
帝
城
、
白
玉
の
京
」
に
何
を
見
て
、〈
白
〉
に
何
を
託
し
た
の
だ
ろ
う
。

〈
白
〉
は
、
あ
る
い
は
〈
五
行
〉
の
〈
金
徳
〉
を
暗
示
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
唐
王
朝
の
李
氏
は
、
太
宗
李
世
民
の
折
に
自
身
を
〈
土

徳
〉
と
定
め
て
い
た
か
ら
、
相
生
説
に
従
え
ば
、〈
白
〉
は
〈
革
命
〉
の
色
で
も
あ
っ
た
の
だ
（
因
み
に
、
武
周
は
同
様
の
理
由
で
〈
白
〉

を
貴
ん
だ
）。「
序
白
」
に
よ
っ
て
舒
元
輿
が
革
命
を
企
ん
だ
と
す
る
の
は
、
無
論
、
一
種
の
ジ
ョ
ー
ク
に
過
ぎ
な
い
が
、
た
だ
舒
元
輿

は
、
彼
の
仲
間
た
ち
と
飛
翔
を
夢
見
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
な
に
が
し
か
の
党
派
性
が
揺
曳
し
て
い
る
の
も
事
実
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。「
序
白
」
が
醸
す
高
揚
感
は
、
そ
の
意
味
で
は
〈
檄
文
〉
の
そ
れ
に
似
る
。「
序
白
」
の
〈
序
〉
と
は
、『
蘭
亭
序
』
と
い
う
場

合
の
〈
序
〉、
す
な
わ
ち
〈
詩
会
〉
や
〈
宴
会
〉
等
〈
集
会
〉
に
付
さ
れ
た
〈
由
緒
書
き
〉
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
序
白
」
の
〈
序
〉
と
は
〈
序
跋
〉
の
〈
序
〉
な
の
で
あ
り
、〈
白
〉
に
何
が
託
さ
れ
て
い
る
か
故
意
に
言
い
落
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
作
は
、
そ
こ
に
如
何
な
る
寓
意
が
あ
る
の
か
を
探
し
求
め
る
よ
う
仕
組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
文
学
研
究
科
教
授
）
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SUMMARY

A Discussion of Shu Yuanyu’s Prose Work

Bunji Takahashi

Shu Yuanyu (舒元輿), an official executed as  the main instigator of the 
Sweet Dew Incident (甘露之變) in the Mid Tang, was also an excellent prose 
writer. His best prose employs both an open style and story and through this his 
works reach a high level of autonomy, the result of which is unusually paradoxi-
cal literature. �e form of the “Lu Taoyuan Huaji” (録桃源画記) is similar to the 
preface of the “Cifu Lei” (辞賦類), but the “Fu” (賦), a form of literature similar 
to rhapsody or poetic exposition, that forms the core of Cifu style literature is 
missing from this work. At �rst glance it looks as if the work is written with the 
intent of praising the various artworks surrounding the Peach Blossom Spring 
story, but actually it is a record of the author entering the famed utopian village 
through a painting depicting the Wulingyuan (武陵源). However, at some point 
the painting suddenly gets taken away from him, abruptly ending his journey 
and taking him back to reality. His journey ends up unfinished and he is left 
with a great sense of loss of having “lost paradise”. “Xubai” (序白) is an account 
of a colossal abode of Immortals that �oats above Chang’an (長安) when the full 
moon shines on the snow. �at the story is open-form is well illustrated by its 
title. Just like the “Lu Taoyuan Huaji”, the stylistic core is intentionally le� out. 
From a narrative perspective, the most important themes in the story are the 
juxtapositions of true and false, and fantasy and reality. �e imperial palace of 
Chang’an is the center of the story and its transformation caused by the combi-
nation of moonlight and snow is used by Shu as a metaphor to signify Chang’
an regaining its original form this way. Paradoxically enough, he does not write 
about the disillusionment of this magical world suddenly disappearing before 
him like in the “Lü Taoyuan Huaji”. �e reason for this is most likely because 
Shu depicted the abode of the Immortals with a political motivation in mind. 
�is motivation has caused him to deliberately not reveal the implication of the 
word “white” in the title and choose an open form and narrative for his story.
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